
新型コロナ感染症拡大で、医療崩壊が現実に起き、

また危惧される状況が続いています。東京都の場合、

入院患者数／新型コロナ対応ベッド数が、もっとも逼

迫した1月13日には、3326人／4000床（83％）でした。

医療現場がどのような状態で、医療従事者がどのよ

うに奮闘しているか、その実態を学びます。

1988年に医師に。1992年沖縄県立中部病院呼吸器科・感
染症科研修、ハワイ大学卒後臨床研修プログラム終了。

2002年立川相互病院勤務。呼吸器科、総合診療科科長な
どを経て、現在、立川相互病院筆頭副院長・救急診療科部
長・臨床研修センター長。

2018年より全日本民医連副会長。総合内科専門医・感染
症制御医師（ICD)として、現在、新型コロナ感染症対策に
取り組む。

参加申込み：
申込フォーム（https://forms.gle/H8Dq38uhE7VW1iur8）よりお申し込み
ください。日本科学者会議東京支部のホームページ（ http://jsa-
tokyo.jp ）からも申し込めます。申し込み後にZoom案内をお送りします。
★第２回は6月頃を予定。ご希望のテーマやご意見をお寄せください。

講演：コロナ禍の1年を医療現場から振り返る
講師：山田秀樹さん
（立川相互病院筆頭副院長・全日本民医連副会長）

日本科学者会議東京支部
Tel/Fax：03(3811)8281

E-mail：jsa-tokyo@jsa-tokyo.jp 
URL：http://jsa-tokyo.jp/

日時：2021年4月25（日）13:30～15:30
オンライン開催（講演90分＋質疑応答30分）

第1回

https://forms.gle/H8Dq38uhE7VW1iur8

